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育装置 10台を設置し (写真 6)､部分的ではある
が同区域の動物実験環境の改善にも着手したとこ
68
ろであるO
〔おわりに〕
医学や生命科学研究に欠かすことができない動
物実験技術は､急速に進歩 ･発展している｡しか
しながら､限られた予算､人貞及びスペースで動
物実験施設がこれに対応していくには極めて難し
い｡本施設は本稿冒頭に記載したとおり､国立大
学医学部に動物実験施設が設立されはじめた昭和
40年代に中四国地域最初の本格的な動物実験施設
として誕生した｡この背景には鹿田キャンパスに
おけるイヌの飼育にまつわる諸問題の解決ととも
に昭和 33年に米国から本学がいち早く導入した
癌研究用純系マウスの存在を無視することができ
ない｡その後､本施設は中型動物の実験を主体と
した動物実験施設-と舵を切ったが､本学で行わ
れている多くの医学 ･生命科学研究の現状を鑑み
ると､この決定は今となってみれば悔やまれると
ころである｡筆者らが考える動物実験施設の使命
であり､存在意義は､実験の手技や方法論が急速
に進歩している現在､過去の経緯に縛られず､こ
れに対して臨機応変に対応し､医学 ･生命科学研
究者にとって必要な研究環境を整備していくこと
である｡その思いから筆者らは2年間の限られた
時間の中で施設の根本的な運用方法の変更に始ま
って､今回､紹介した飼育室 ･実験室の改修及び
飼育設備の更新を実施したことを記しておきたい
また､これらを実施する上で､予算の確保等では
本学の研究交流部研究交流企画課の事務職員各位
にご尽力頂いた｡さらに､愛媛大学からは本施設
にとって最新型の飼育装置を無償で提供して頂い
た｡この場を借りて感謝したいと思う｡
